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すべての人びとが共に尊重し合い、認め合うことができる 

社会の実現に向けた要望書 

 

自由民主党の杉田水脈衆議院議員が『新潮４５』８月号に寄稿した論文「『ＬＧＢ

Ｔ』支援の度が過ぎる」において、「ＬＧＢＴだからといって、実際そんなに差別さ

れているものでしょうか」、「ＬＧＢＴのカップルのために税金を使うことに賛同が得

られるものでしょうか。彼ら彼女らは子供を作らない、つまり、『生産性』がないの

です」と主張しています。これは、差別や偏見に苦しみ、社会的制約を抱える性的少

数者の状況を全く考慮していない見解です。学校や職場、医療・福祉の現場等に目を

向けますと差別は明らかに存在しています。 

本来、人間の存在は「生産性」という視点で評価されるべきものではありません。

今回の杉田氏の意見は、性的少数者に対する差別です。同時に、結婚や出産という私

的領域に踏み込んだ容認できない発言であると言わねばなりません。生まれた境遇や

性別、社会的身分等にかかわらず、あらゆる人びとは皆平等に、かけがえのない尊い

いのちを生きることを願われる存在であります。 

「生産性」という基準により人間に優劣をつけることは、基本的人権を否定するこ

とであり、優生思想とも無関係ではありません。そのため、「生産性」という一方的

な視点で人間を価値づける今回の発言について、私たちは看過することはできません。 

以上、今回の発言が内包する問題性を真摯に受け止められ、すべての人びとが共に

尊重し合い、認め合うことができる社会を実現すべく、誠実な取り組みが進められま

すよう要望いたします。 
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